
 

 

 

 

 

 

 

 このサポート事業は、愛媛県内小中学校管理職、主任職、市町教育委員会等の要

請を受けて、リーダーの資質能力の向上に向けた研修を大学がコーディネートし、支援す

る事業です。開催予定日の２か月前に、申請していただければ、研修内容や講師選定

を愛媛大学がサポートします。 

今年度は、すでに２件の申請があり、研修担当者の方と研修内容のニーズや参加者の

拡大について、調整を行っています。また、当該市町教育委員会にも、事業説明を行

い、教育行政機関との連携により、研修の充実と連携体制の構築を目指しています。 

 

その第１件目が、５月１９日（木）、西条市東予総合福祉センター（ほほえみプラ 

ザ）において実施され、リーダー養成研修サポート事業のスタートとなりました。今回 

は、西条市教頭会の要請を受けて、西条市内小中学校教頭先生の学びをサポート 

しました。今年度より、コミュニティスクールの導入を始めるにあたり、推進役としてのロード 

マップを考案するために、映像を通してより具体的に理解を深めることができました。 

文部科学省の資料には、「これからの学校と地域」というタイトルで資料が掲載されてい 

ますが、西村先生の講話では、「教育はどこに向かっているのか、コミュニティスクールで何

をめざすのか、何を変えるのか」等が問いかけられ、制度の目的・意義、目指す子ども 

像、地域像など、この取組の根幹にかかわる部分について、教頭先生方の自問自答の 

空気が流れていました。 

研修後には、①満足度、②理解度、③活用度 

④成長度、⑤大学連携の効果等について、アンケ―に 

回答していただきました。 

その結果の一部は、以下のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西条市教頭研修会 テーマ「学校と地域で創る学びの未来」 

これまで、疑問に思っていたこと
が、すっと胸に落ちました。 

映像も交えていただき、イメージ
を持つことができました。 

上手くいかなかったこともお聴き
したかったです。 

地域を巻き込んで、当事者意識を高めながら、学校
だけで子どもを育てるのではなく、多くの人との関わりの
中で、子どもの地域貢献意欲や自己有用感を高める
ことの重要性を 改めて考えることができました。 
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